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研究成果の概要：Pd カチオン錯体触媒をはじめとする後周期遷移金属 Pt、Ni、Rh、Ir、Ru
錯体あるいは前周期遷移金属 Ti、Zr 錯体の「動的キラル」な配位子の「不斉活性化」に基づ

くキラル制御を行った。得られた光学的に純粋な「動的キラル」な錯体触媒をもとに、不斉触

媒的炭素－炭素結合生成反応の開発を行った。更にその成果をもとに、生理活性物質の効率的

な触媒的不斉合成反応を行なった。 
 
 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００５年度 3,900,000 0 3,900,000 

２００６年度 3,600,000 0 3,600,000 

２００７年度 3,600,000 1,080,000 4,680,000 

２００８年度 3,600,000 1,080,000 4,680,000 

  年度  

総 計 14,700,000 2,160,000 16,860,000 

 
 
研究分野：ナノテク・材料（共通基礎研究） 
科研費の分科・細目：複合化学・合成化学 
キーワード：キラル、不斉合成、不斉活性化、動的キラル、光学分割 
 
 
１．研究開始当初の背景 
（１） 触媒活性の高い「キラル」Ti あるい

は Pd カチオン錯体を開発していた。 
 
（２） 最も効率的な触媒的不斉炭素－炭素

結合生成反応として触媒的不斉カル
ボニルーエン反応の開発に成功して
いた。 

 
 

２．研究の目的 
（１） Pd カチオン錯体触媒をはじめ Pt、

Ni、Rh、Ir、Ru 錯体あるいは Ti、
Zr 錯体の「動的キラル」な配位子の
「不斉活性化」に基づくキラル制御
を行う。 

 
（２） 得られる光学的に純粋な「動的キラ

ル」な錯体触媒をもとに、不斉触媒
的炭素－炭素結合生成反応の開発を
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行なう。 
 
（３） 更にその成果をもとに、生理活性物

質の効率的な触媒的不斉合成を行な
う。 

 
３．研究の方法 
（１） 「動的キラル」な配位子の「不斉活

性化」に基づくキラル制御を行なう。 
 
（２） 光学的に純粋な「動的キラル」な錯

体触媒を得る。 
 
（３） 触媒の中心金属、配位子、基質、反

応剤等、反応条件の検討をもとに、
触媒的不斉炭素－炭素結合生成反応
の条件の最適化を行なう。 

 
（４） 更にその成果をもとに、生理活性物

質の効率的な触媒的不斉合成を検討
する。 

 
 
４．研究成果 
（１） 「動的キラル」な配位子の「不斉活

性化」に基づきキラル制御に成功し、
光学的に純粋な「動的キラル」な錯
体触媒を得た。 
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（２） 触媒的不斉炭素－炭素結合生成反応

の一つとして触媒的不斉カルボニル
ーエン反応の開発と最適化を行なっ
た。その結果、従来触媒活性とエナ
ンチオ選択性の最も高いキラルな
Pd カチオン錯体よりも「動的キラ
ル」な Pd カチオン錯体のほうが、よ
り高い触媒活性とエナンチオ選択性
を与えることを明らかにした。 
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（３） 次いで、最も汎用されている触媒的

不斉炭素－炭素結合生成反応の一つ
として触媒的不斉向山ーアルドール
反応の開発と最適化を行なった。そ
の結果、従来触媒活性とエナンチオ
選択性の最も高いキラルな Pd カチ
オン錯体よりも「動的キラル」な Pd
カチオン錯体のほうが、より高い触
媒活性を与えることを明らかにした。
エナンチオ選択性に関しては 99％ee
と、ほとんどその差は判別できなか
った。 
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（５） 更にその成果をもとに、生理活性物

質の合成重要中間体の効率的な触媒
的不斉合成を検討した。得られたカ
ルボニル－エン反応生成物の 4 級不
斉炭素は高い収率、エナンチオ選択
性で構築する事が出来た。 
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（６） 本法は無溶媒、基質/触媒比の高い、

極めて効率的な不斉炭素‐炭素結合
生成反応となり、工業的プロセスとし
ても注目される。 
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